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公益社団法人ビタミン・バイオファクター協会 

2024(令和 6)年度 市民公開講演会 

 ザ ・ 老 化 ！ 

 
１００歳でも  気  で暮らすために  

日 時：   2024（令和 6）年 12 月 14 日（土） 13:15-16:45 

 

会 場： 京都商工会議所 7-AB 会議室 

 

主 催：公益社団法人ビタミン・バイオファクター協会 

協 賛：ビタミン B 研究委員会，公益社団法人日本ビタミン学会 

後 援：厚生労働省、京都府、京都市、京都市教育委員会 

 

 

 

 



ビタミン剤・風邪薬・便秘薬・整腸薬などの製品
カテゴリー、ブランド名、症状・お悩みから、
製品の検索ができます。
日本語に加え、英語、中国語、台湾語の多言語
に対応しています。CM 情報や各ブランドサイトも
ご紹介しています。

季節に応じた花粉飛散状況などの最新情報や、
女性のライフステージに合わせた健康情報、
睡眠特集、便秘特集などを掲載しています。
「教えて！先生」コーナーでは、様々な最新の
健康情報について、先生に監修いただき解説し
ています。

気になる症状・疾患の原因や対処法などを、
医師や研究者の先生に監修いただき、わかり
やすく解説しています。
また、セルフチェックで自分の
体調を確認したり、生活習慣を
振り返ることができます。

高品質で優れた製品・サービスと適切な情報の提供を通じて、
人々の健康に貢献していく。

アリナミン製薬の MISSION

製品情報

みなさまの健康をサポートする
アリナミン製薬の製品をご紹介

健康情報の特集

今、気になる健康情報をお届け
「教えて！先生」コーナーも

アリナミン製薬株式会社がお届けする総合健康情報サイトです。
製品に関する情報はもちろん、症状や疾患の原因・対処法、身近な薬の
活用ガイドなど、健康を願うみなさまに役立つ情報を掲載しています。

症状・疾患ナビ

気になる症状・疾患の原因や
対処法を、わかりやすく解説

くすり教育（薬育） 中学・高校の保健体育の授業にご活用いただける教材をダウンロードいただけます。

健康トレンド用語集 最近トレンドになっているが実はよく分からない、健康用語について解説しています。

医薬関係者向け情報 医薬関係者向け情報として、学術情報や製品の添付文書・説明文書、識別コード等の情報を掲載しています。

専門家
監修

専門家
監修

アリナミン健康サイト

https://alinamin-pharma.co.jp/contact/お問合せ

当サイトの二次利用（コンテンツの引用など）、リンク設置
などのお問合せは上記までご相談ください。

@alinamin_kenko @alinamin-kenko-ch



 

 

 

 

《座長》 吉村 徹 (協会業務執行理事、立命館大学上席研究員、名古屋大学名誉教授)  

 

13:15-13:20    開会の辞   大島 敏久（協会会長、大阪工業大学客員教授、九州大学名誉教授） 

 

13.20-13:35   講演１  「語られない老化」   

                                植野 洋志 (協会業務執行理事、奈良女子大学名誉教授） 

 

13:35-14:05  講演２  「老化の新しい側面」 

                                    阿部 皓一（武蔵野大学薬学部ＳＳＣＩ研究所分析センター長） 

 

14:05-14:35  講演３  「健康寿命延伸に欠かせない筋肉 ～今からできる筋肉づくりと認知予防～」 

町田 修一（順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科教授） 

 

14:35-14:50      -----------------  休  憩  ------------------  

 

《座長》 石神 昭人（協会参与、東京都健康長寿医療センター研究所副所長） 

 

14:50-15:20   講演４  「ビタミン類で健康寿命を延ばそう！」 

佐藤 綾美（東洋大学健康スポーツ科学部栄養科学科准教授） 

 

15:20-15:50   講演 5  「老化と対話する医療から新しい健康概念へ」 

近藤 祥司（京都大学医学研究科准教授） 

 

15:50-16.00      -----------------  休  憩  ------------------   

  

16.00-16:40   総合討論（質疑応答）   司会進行 石神 昭人（協会参与） 

 

16:40-16:45   閉会の辞    重岡 成 (協会業務執行理事、近畿大学特任教授、長浜バイオ大学特別招聘教授） 

    

世話人 ： 石神  昭人 

                                                                           重岡   成 

 

プ ロ グ ラ ム 



講 演 １ 

 

語られない老化  

ビタミン・バイオファクター協会 業務執行理事 

植野 洋志 

 

我々は老化をどのように感じているのだろうか．肌の艶，歩く速度，その他いろいろあるだろう．

年齢を重ねると誰にでも訪れるのが筋肉の硬直であろう．すなわち，体が硬くなってくることである．

どうしてそうなるのだろうか？このような症状は科学的に研究するのは困難である．なぜなら，

MRI や PET などの機器では観察されないし，生体サンプルを採取して研究することもできないので，

現在のサイエンスでは置き去りになっている老化現象といえる． 

そもそも生体が生きているのは，体内で起きている化学反応，言い換えれば酵素反応のお陰なので

ある．多くの酵素反応は遺伝子で指示され，秩序正しく機能するようには設計されている．しかし，

環境や類似する因子により，思いもかけないような化学反応が起こっている．そのような反応を

総称して「翻訳後修飾」という言葉が使われる． 

代表的な「翻訳後修飾」には，糖による修飾，つまり「糖化反応」がある．一般的に知られている

糖化タンパク質は「ヘモグロビン A1c」であろう．糖尿病の進行状態を知るのに使われている．血液の

中の赤血球に含まれているタンパク質であるヘモグロビン（生後はヘモグロビン A が主となる）は

血液のなかの糖であるブドウ糖により修飾される．修飾されたものを「ヘモグロビン A1c」と呼ぶが，

血液中のブドウ糖濃度に比例してその量は変化する． 

重要なのは，糖化部位である．これはあまり知られていないというか，気にはされていない．ヒトの

ヘモグロビンはアミノ酸でできた鎖が 4 本でできている．αという鎖は 141 個のアミノ酸がつながり，

βという鎖は 146 個のアミノ酸からなる．これらの鎖が二本ずつあることから，α2β2 型四量体と

呼ばれる．糖化を受けるアミノ酸は，基本，リシン残基の側鎖のアミノ基か N 末端のアミノ基で

ある．ヘモグロビン A1c の場合，β鎖の N 末端であるバリン残基が糖化されている訳である．糖はそ

のアルデヒド基とタンパク質のアミノ基との間でシッフ塩基とよばれる C＝N 二重結合により結合

する．これはまた自然に離れることもある．糖化反応はこのように基本，くっついたり離れたりを

繰り返しており，非常にゆっくりした反応とされる．ところがβ鎖の場合，途中で「アマドリ転移

反応」を起こし，シッフ塩基のままではなくて，途中から C-N 結合になり，糖がタンパク質から

離れなくなる．この反応は不可逆なので，糖は永久にへばりつく．ここで，問題がある．実は，ヒト

のヘモグロビンのα鎖の N 末端もβ鎖と同じバリン残基である．α鎖も同じアミノ酸のアミノ基が糖

化されるが，シッフ塩基からアマドリ転移反応に進展するのはβ鎖だけなのである．ヘモグロビンの

立体構造をみると，両方の鎖の N 末端は同じように大きなポケットに向いており，区別がつかない

ほどである．不思議だね． 
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ヘモグロビンの寿命は 90～120 日とされているので，いくらヘモグロビンが糖化されても常

に入れ替わるので，健康には問題ない．ところが，生体は基本タンパク質で構成されている．しかも，

血液は体中に糖を運んでおり，あらゆるタンパク質は血中ブドウ糖と反応し，糖化を受けること

ができる．ほとんどの場合，α鎖と同様，糖は可逆的にシッフ塩基を形成している．しかし，ある環

境下では，シッフ塩基からアマドリ転移反応を起こすのである．生体内でそのようなタンパク質が

同定されている．ほとんどの場合，結合部位はリジン残基の側鎖のアミノ基である． 

その後の研究でアマドリ転移産物は，架橋反応を起こすことが分かってきた．架橋化されるという

ことは，タンパク質同士がお互いに結合して網目構造を形成することを意味する．どれほどの網目構造

を形成しているのかを判断できないから困っているのだが，体が硬くなる，目のレンズタンパク質

がひずむ（近視とか乱視の原因）は我々が感じることである．筋肉はタンパク質でできており，

架橋化で柔軟性を失う，ということはまさに老化であろう．実は，内臓も筋肉と同じようなタンパ

ク質でできており，同等に架橋化されていると考えるべきである．このシッフ塩基⇒アマドリ転移

⇒架橋化はすごく長い年月をかけて進行する．ひとたびアマドリ転移が起きると，止める手立ては

ほぼないだろう．シッフ塩基⇒アマドリ転移を抑える方法を見出せば，老化の防止につながらない

だろうか． 

本講演では，そのためのヒントになる研究成果を紹介したい．ちなみに，砂糖水を加熱すると色が

つくという反応は「褐変反応」，もしくは「メイラード反応」と呼ばれ，最終産物は AGEs と呼ばれて

いるが，本質的には今回紹介したのと同じものである． 

 

 

 

 

 

【略 歴】 

  植野 洋志（うえの ひろし） 

京都大学工学部卒，米国ブランダイス大学大学院修了，米国アイオワ州立大学大学院修了

（Ph.D.，Biochemistry 専攻），米国ロックフェラー大学助教授（Biochemistry），大阪医科

大学助教授（医科学），京都大学農学部助教授（農芸化学），奈良女子大学生活環境学部教授，龍谷

大学農学部教授．その間，ロックフェラー財団フェロー，Woods Hole Marine Biological 

Laboratory 夏期研究員，ニューヨーク心臓協会研究員，奈良女子大学附属中等教育学校長を併任． 

現在，奈良女子大学名誉教授・龍谷大学 食と農の総合研究所 客員研究員． 
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講 演 ２ 

 

老化の新しい側面  

        武蔵野大学薬学部 SSCI 研究所  

                        阿部  皓一  

 

「老」と「若」を考えると，「老」は髪が長く腰を曲げて杖を突く老人を示し身体がこ

わばっている状態であり，一方，「若」は髪を振り乱して我を忘れて神意をききとる巫女

を示し身体が柔らかい状態と考えられる．老化とは，広辞苑では「年を取るにつれて生理

機能が衰えること」と記載され，専門的には，「老化とは，心身機能の進行性の衰退をも

たらし，結果として死の危険を増大させるような現象である」（メイナード・スミス ）と

定義されており，死や病気などに近づくネガティブな意味合いが感じられる．老化に対す

る捉え方に関しては，従来は，年をとること(加齢)は，すなわち，生理機能が不可逆的に

低下することと捉えられていたが，最近では，この意味合いが少し変化して，加齢（Aging）

が必 ずし も老 化 生 理 機能 の衰 え (Senescence))と はつ なが らな い面 もあ るこ とが 指 摘さ

れている．つまり，加齢そのものが，即，老化でなく，少なくとも老化の一部は可逆的で

あり，治療できる面があるということである．  

老化の原因としては，①酸化ストレス，②ミトコンドリアの機能不全，③DNA の損傷，

④タンパク質の損傷，⑤細胞情報伝達の破綻 ，⑥老化細胞の生き残り，⑦幹細胞の枯渇，

⑧免疫システムの破綻などなどが考えられるが，これらの原因は交互に相関をもち，また

ヒトによってもばらつく．  

自動車を例にとって考えてみると ，中古車（老体）は，あちこちに錆やひびが生じ(酸

化ストレス)，エンジンが効率よく活動せず (ミトコンドリア機能不全)，部品修理やタイ

ヤ交換が正しくできなくなり(ＤＮＡ損傷，タンパク質損傷，細胞情報伝達の破綻)，ごみ

がたくさんたまり（老化細胞の生き残り ，タンパクのリサイクル機能の低下），修理部品

も枯渇化して（幹細胞の枯渇），鍵も壊され外部から簡単に侵入できる(免疫システムの破

綻)状態といえる．中古車でも，ちゃんと運転できるようにする（老化予防）には，これら

の原因をひとつずつ，交換または修理すればよいと考えられる．従来から，根本原因の一

つである酸化ストレスを軽減するために，抗酸化物質（ビタミン ACE，ポリフェノール，

コエンザイム Q など）の摂取や UV カットの塗布などで最も大切と言われているが，最近

では，ミトコンドリア新生，幹細胞維持，免疫システムの補強，長寿遺伝子活性化および

オートファジーの強化などを助ける栄養素，並びに老化細胞の除去技術などの新たな側面

も注目されている．また，従来からカロリー制限が抗老化の切り札と言われているが ，動
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物試験では優れた成績が得られているものの，ヒトにおける効果については，賛否両論が

ある．さらに，痩せすぎの方が太りすぎよりも余命が短いという疫学データが得られて ，

BMI が 18.5 以上に保つように栄養を摂取することが大切であるとも言われている．  

最後に，100 歳まで元気に暮らすには，3 大栄養素に加えて，ビタミンやバイオファク

ターを最適に摂ることが重要である．さらに，身体と心を柔らかく保つために，社会との

つながりを持つこと，つまり，きょうよう（今日用がある）ときょういく（今日行くとこ

ろがある）が大切であることを強調したい．  

 

 

 

 

 

【略  歴】  

阿部  皓一（あべ  こういち）  

武蔵野大学 SSCI 研究所分析センター長，日本ビタミン学会会長特別補佐，日本ビタミン 

学会功労会員，脂溶性ビタミン総合研究委員会顧問，ビタミン B 研究委員会参与，

エーザイ株式会社ｈｈｃコンシューマー事業部顧問，株式会社メグビー学術顧問，株式会社

SSFK 研修センター顧問，ミネラックス株式会社学術顧問 

東京大学博士(薬学) 

1971 年 エーザイ株式会社研究所入社  

1980～1981 年 マイアミ大学医学部脳疾患研究施設博士研究員 

2012 年 エーザイ株式会社定年退職 

2012 年～2023 年 エーザイフードケミカル株式会社  

（⇒三菱ケミカルフーズ株式会社⇒三菱ケミカル株式会社）顧問  

2012 年～ 武蔵野大学薬学部 SSCI 研究所分析センター長 

専門はビタミン E, コエンザイム Q，抗酸化物質，ビタミン全般，老化，免疫など  

著 書 : 抗老化のための栄養学  ー100 歳でも元気に暮らすためにー  

         （阿部皓一著，阿部出版，2023 年）  

       免疫は栄養がつくる  ーウィルスに負けないためにー  

          （阿部皓一著，阿部出版，2022 年）  
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講 演 ３ 

 

健康寿命延伸に欠かせない筋肉  

～今からできる筋肉づくりと認知予防～  

順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科 

町田 修一 

 

運 動 器 の 一 つ で あ る 骨 格 筋 (筋 肉 ） は ， 加 齢 に 伴 い 筋 量 や 筋 力 が 低 下 し ま す ． こ の 加

齢 性 の 筋 肉 減 弱 症 (サ ル コ ペ ニ ア )は ，ADL(日 常 生 活 動 作 )や QOL(生 活 の 質 )が 低 下 す る

原 因 の 一 つ と 考 え ら れ ま す ． ロ コ モ テ ィ ブ シ ン ド ロ ー ム (ロ コ モ )は ，「 骨 ・ 筋 肉 ・ 関 節

な ど の 運 動 器 の 障 害 の た め に 移 動 機 能 の 低 下 を き た し た 状 態 」と 定 義 さ れ ，サ ル コ ペ ニ

ア は ロ コ モ の 中 で 運 動 器 障 害 の 中 の 一 つ と 位 置 付 け ら れ ま す ．身 体 的 ，精 神 的 ，社会的

に脆弱な状態を示すフレイルも含め ， これらの三者は強く連関しま す ．  

サ ル コ ペ ニ ア や ロ コ モ が 進 行 す る と ，運 動 器 の 疾 患 や 機 能 低 下 が 原 因 と な り ，歩 行 能

力 や バ ラ ン ス 機 能 な ど が 低 下 し ，屋 内 外 の 移 動 や ト イ レ ，入 浴 ，着 替 え な ど の 日 常 生 活

に お い て 介 助 が 必 要 と な る リ ス ク が 高 ま り ま す ．さ ら に ，身 体 を 思 う よ う に 動 か せ な い

こ と で 外 出 す る の が 億 劫 に な っ て 家 に 閉 じ こ も り が ち に な る こ と や ，「 長 時 間 の 座 位 行

動 (座 り 過 ぎ ）」が 増 大 す る こ と も 懸 念 さ れ ま す ．近 年 で は ，コ ロ ナ 禍 に お い て 様 々 な 活

動 自 粛 が 呼 び 掛 け ら れ た こ と で ， 座 位 行 動 時 間 の 増 加 が 生 じ た こ と が 報 告 さ れ ま し た ．

こ う し た 活 動 自 粛 に 伴 い ，高 齢 者 に 生 じ る 健 康 二 次 被 害 の 結 果 と し て ，ロ コ モ ，サ ル コ

ペ ニ ア ， フ レ イ ル の 症 状 悪 化 が 挙 げ ら れ て い ま す ．  

上 述 の よ う に ロ コ モ ，サ ル コ ペ ニ ア ，フ レ イ ル を 増 悪 さ せ る 身 体 不 活 動 は ，認 知 症 発

症 の リ ス ク 要 因 と し て も 挙 げ ら れ て い ま す ．ま た ，健 康 な 人 で は ，身 体 活 動 量 を 増 や す

こ と で 認 知 機 能 低 下 を 抑 制 で き る こ と が 報 告 さ れ て い ま す ．我 々 は こ れ ま で ，地 域 住 民

や 行 政 機 関 の 協 力 を 得 て ，「 生 涯 自 力 で 動 き 続 け る こ と が で き る 」 す な わ ち 「 寝 た き り

ゼ ロ 」を 目 指 し ，サ ル コ ペ ニ ア・ロ コ モ 予 防 の た め の 特 別 な 器 具 を 必 要 と し な い ，自 分

自 身 の 体 重 を 利 用 し た 自 体 重 筋 力 ト レ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム を 開 発 し て き ま し た ．  

本 講 演 で は ，サ ル コ ペ ニ ア・ロ コ モ 予 防 に 効 果 的 な 自 体 重 筋 力 ト レ ー ニ ン グ の プ ロ グ

ラ ム を 紹 介 し ま す ．ま た ，自 治 体 で の ロ コ モ 予 防 の た め の 運 動 教 室 や シ ニ ア 運 動 指 導 員

の 育 成 ，さ ら に コ ロ ナ 禍 で の オ ン ラ イ ン 運 動 教 室 の 実 施 な ど ，我 々 の こ れ ま で の 社 会 実

装 の 取 り 組 み 事 例 に つ い て も 紹 介 し ま す ．さ ら に ，認 知 症 の 前 段 階 ，軽 度 認 知 障 害 (MCI)

と 身 体 機 能 と の 関 連 性 に つ い て の 我 々 の 研 究 成 果 に つ い て も 紹 介 し ま す ．  
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【 略  歴 】  

町 田  修 一  (ま ち だ  し ゅ う い ち ）  

順 天 堂 大 学 ス ポ ー ツ 健 康 科 学 研 究 科 ・ 教 授 . 博 士 (医 学 ). 

東 京 学 芸 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 修 了 後 ,東 京 女 子 医 科 大 学 で 博 士 号 を 取 得 .

ミ ズ ー リ 大 学 コ ロ ン ビ ア 校 ・ 博 士 研 究 員 ,日 本 学 術 振 興 会 ・ 特 別 研 究 員 (PD),

早 稲 田 大 学 生 命 医 療 工 学 研 究 所 ・ 講 師 ,東 海 大 学 体 育 学 部 生 涯 ス ポ ー ツ 学 科 ・

准 教 授 , 順 天 堂 大 学 大 学 院 ス ポ ー ツ 健 康 科 学 研 究 科 ・ 先 任 准 教 授 を 歴 任

し ,2018 年 4 月 よ り 現 職 . 

専 門 の 研 究 分 野 は 運 動 生 理 学 ,体 力 医 学 ,基 礎 老 化 学 .日 本 体 力 医 学 会 (理 事 , 

学 術 委 員 会 委 員 長 ),日 本 基 礎 老 化 学 会 (理 事 ),日 本 生 理 学 会 (評 議 員 )  
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講 演 ４ 

 

 

ビタミン類で健康寿命を延ばそう！  

東洋大学健康スポーツ科学部栄養科学科  

佐藤  綾美  

 

ビタミン類は，からだの中で起こる様々な化学反応を助けるために必要で，無いと生命

活動を維持できないものです．ヒトにとって，ビタミンは 13 種類ありますが，本講演で

は，その中でも，ビタミン E とビタミン C，そしてビタミン B3（ナイアシン）の 3 つに

ついて，これまでの研究から分かってきた老化との関わりをお話します．  

まず，ビタミン E は，細胞の老化を抑制する可能性がわかってきました．動物のからだ

では，高齢になると老化した細胞が増えて，生体機能が衰え，病気に罹りやすくなると考え

られています．この老化した細胞には，若い細胞と比べて異なる様々な特徴がみられます ．

ビタミン E は，その加齢で変化する特徴に対して，抑制的にはたらくという研究成果が

報 告されています．ビタミン E は，強い抗酸化作用をもち，主に，細胞膜を障害から防ぐ

は た ら き が 知 ら れ て い ま す ． ま た ， ビ タ ミ ン E は ， か ら だ の 中 で ビ タ ミ ン C に よ っ て

リ サイクルされるため，ビタミン C を摂ると効率よくビタミン E を利用できます．  

ビタミン C は，全く摂らずにいると，壊血病という欠乏症になってしまいます．この病

気は，歯肉などで出血しやすくなります．私たちの研究グループでは，高齢の慢性腎臓病

患者は血中ビタミン C 濃度が低く，壊血病の発病リスクが高いことを明らかにしました ．

また，感染症に罹ることによっても，からだの中のビタミン C は減ってしまうことが分か

っています．さらに，高齢者のからだの中のビタミン C 濃度は，若い者よりも低くなりや

すいことが知られています．よって，特に高齢者は積極的な摂取が望まれます．  

加齢によってからだの中で減っていくものとしては， NAD+（ニコチンアミドアデニン

ジヌクレオチド ）も重要視されています．NAD+は細胞がエネルギーを作るために必要な

もので，長寿遺伝子の活性化などの作用をもちます．よって NAD+を補充すれば，アンチ

エイジングに効果があるのではないかと考えられています． そして，NAD+は，ナイアシ

ンから作られるものです．欠乏すると，皮膚や消化管，脳に影響を及ぼすペラグラという

病気を引き起こします．近年，細胞の中で効率よく NAD+を作るための原料として，NMN

（ニコチンアミドモノヌクレオチド）が注目されています． NMN は，構造の一部にナイ

アシンを含み，ヒトのからだの中にも存在します．NMN サプリメントの摂取は，主に，

加齢によって筋肉の機能が低下するのを予防し，身体活動の能力を増加させるはたらきが

期待されます．NMN については現在，その効果を調べる研究が世界中で行われており，
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今後さらなる機能が分かってくると思われます．  

ビタミン類は，ヒトのからだの機能を正常に保つために必要な栄養素であり，年齢や病態

によって必要量が変わり得るものです．からだの状態を把握し，適量をよいタイミングで

摂取することで，未病（健康と病気の間にある状態）を予防 することが，健康寿命の延伸

につながるでしょう．  

 

 

 

 

 

【略  歴】  

佐藤  綾美（さとう  あやみ）  

東洋大学健康スポーツ科学部栄養科学科准教授．2018 年 千 葉 大 学 大 学 院医 学 薬 学 府  

先 端創薬科学専攻博士後期課程を修了し，博士（薬科学）の学位取得．その後１年半，

ブラジルサンパウロ大学獣医学部比較腫瘍学研究室博士研究員． 東京都健康長寿医療

センター研究所老化制御研究チーム研究員を経て，2024 年より現職．  

専門は，ビタミン C やビタミン E などの食品機能学および基礎老化研究．  
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講 演 ５ 

 

 

老化と対話する医療から新しい健康概念へ 

京都大学医学部附属病院高齢者医療ユニット/地域ネットワーク医療部  

近藤  祥司 

 

本邦で健康寿命の重要性が強調され，その 2 年延長目標が掲げられている(健康フロンティア戦略）．

今後グローバル高齢化により，加齢性疾患は更に増加する．2021 年から，老化研究成果の社会実装

化を目指す，世界的ムーブメントが始まった．米国 NIH で老化研究 SenNet が始まり，英国政府の

Life Science Vision10 ｹ 年計画の 7 テーマの一つに老化があげられ，日本 JST が「老化制御モダリ

ティのシーズ創出」を提出した．従来，老化治療は夢物語であったが，臨床・基礎研究で，「寿命（量）」

から「老化制御（質）」に興味が移行しつつある． 

 

「老化」とは，加齢に伴う細胞・臓器の機能低下による，老年期の個体の衰退・機能喪失から最終

段階の死にいたるまで，を意味する．1960 年頃には，A. Comfort らが「老化とは死に易くなる事」

と定義し，BL. Strehler は，老化の特徴を 4 項目（普遍性，内在性，進行性，有害性）とした．

しかし，その見直し・再定義の必要性が指摘される． 

 

「老化の内在性」に反し，老化先進国日本では，健康長寿者と寝たきり・フレイル両者の増加とい

う，「高齢者・老化の多様化」が観察される．基礎研究で，「細胞老化の（正と負の）両面性」が発見

され，「老化の有害性」も再考されている．テロメア非依存性”ストレス老化”が発癌抑制機構(正の側面)

である一方，老化細胞が抗アポトーシス能獲得に重要な転写因子 NF-κB を活性化し，「慢性炎症」の

原因となる(負の側面)．発生過程では一部の細胞老化誘導が性器形成に必要である（プログラム細胞

老化）．これらは，「老化」が多面的で複雑な生命現象であり，「多様性」がその本質である事の証左

でもある．「多様性」の議論の一助として，「寿命の進化論的考察」も提唱されている． 

 

「老化の進行性」より，むしろ，「老化制御の可能性」が指摘されつつある．「老化時計」テロメアは，

ヒト血液細胞で定量計測が可能となった．テロメア長は加齢性疾患と相関する一方，生活習慣改善

によるテロメア長回復が確認された．カロリー制限仮説では，長寿遺伝子サーチュインが見出され

た．サーチュイン活性化する NMN(NAD 前駆体)のマウスやヒトでの健康効果が判明した．抗 IL-1

抗体薬では，慢性炎症除去による加齢性疾患改善が報告された．老化マーカーp16Ink4a 陽性の老化

細胞だけを死滅させる巧妙な手法は，老化細胞除去(セノリシス)と呼ばれ，抗アポトーシス遺伝子

Bcl-2 阻害薬が報告された．「老化」と対話する医療から生まれる新しい健康概念を概観する． 
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【略 歴】 

 近藤 祥司（こんどう ひろし） 

京都大学医学部附属病院高齢者医療ユニット長，地域ネットワーク医療部 准教授．京大病院  

老年内科 助手，院内講師を経て現職．ロンドン大学，英国癌研究所で細胞老化研究． 

専門は「老年医学，細胞老化と解糖系代謝，メタボライト研究」． 
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展 示 

７- D 会議室 

 

① ： 第一生命京都総合支社（測定・自己判断モデル・ポスター等） 

② ： 備前化成 ㈱ （ポスター等） 

③ ： ハウスウエルネスフーズ ㈱（製品見本・試供品の配布・ポスター等） 

④ ： D アミノ酸ラボ ㈱ 

⑤ ： ㈱ TA 商事（疲労測定・パンフレット・ポスター） 

⑥ ： 立命館大学（ポスター等） 

⑦ （ 

入 口 

  

③ ハウスウエルネス 

フーズ㈱ 

 

⑤ 

㈱
TA
商

事 

 

① 

第
一
生
命 

 

京
都
総
合
支
社 



生体は化学反応で生きている 

 

 

1口 2,000円以上 賛助会費は税制上の

優遇措置をうけることができます。 

 

 

 

 

知ってますか？  

 

健康・長寿には 

ビタミン・バイオファクター 

➢ ビタミン及びバイオファクターに関する研究助成、委託事業、国際会議助成など 

➢ ビタミン及びバイオファクター等に関する知識を普及する広報活動事業 

・ 研究組織への年間活動支援 

・ ビタミン・バイオファクター関係の新情報提供 

・ 市民を対象にした講演会（市民公開講演会・講座、シンポジウム等） 

・ マスコミ・法人・一般市民からの企画、問合せへの対応 

 

社団法人ビタミン協会創設当時から基金並びに年会費の提供などによって本協会を支えていただいている 

基本法人会員 並びに 一般法人会員 

 

基本法人会員   エ－ザイ株式会社 
             

一般法人会員    味の素株式会社         天野エンザイム株式会社          アリナミン製薬株式会社  

（50 音順）    株式会社大塚製薬工場    花王株式会社                    株式会社カネカ  

 河合製薬株式会社        キンキ・パートナーズ株式会社   神戸天然物化学株式会社   

 小林製薬株式会社                サントリーウエルネス株式会社           第一三共株式会社 

 株式会社ダイセル              東洋ナッツ食品株式会社                 東洋紡株式会社 

 ナガセヴィータ株式会社     ニプロ株式会社         ハウスウェルネスフーズ株式会社 

株式会社ハンナ               備前化成株式会社                       株式会社ファーマフーズ   

株式会社ファンケル         フジパングループ本社株式会社            山崎製パン株式会社 

  

         

  

公益社団法人ビタミン・バイオファクター協会は、創立以来半世紀余り、

ビタミンを中心とする必須生体物質（バイオファクター）に関連する科学的な

研究・開発を支援して、私たちが心身ともに健康に生活でき、ひいては社会

が平和で健やかに発展することを目指して活動してきました。当協会の活動

は、財政的にはいろいろな企業の法人会員や企業・個人の賛助会員に支えら

れています。新しい半世紀へ向けて、さらなる飛躍を目指し多くの皆様にご入会 

いただき、国民全体の健康福祉のために力強い前進を続けたいと考えます。

趣旨をご理解いただき、是非、会員にご入会下さいますようお願い申し

上げます。 

 

 

酵  素 タンパク質 核  酸 

事 業 活 動 

協 会 を サ ポ ー ト す る 法 人 会 員 
 

賛助会員募集 

Do You Know？ 

連絡先   公益社団法人 ビタミン・バイオファクター協会 

〒606-8302 京都市左京区吉田牛ノ宮町４番地 日本イタリア会館 3F  

https://vitabio.org/nyukai.html 

 

https://vita-bio.org/sanjo.html 

 

 

法人会員募集 

TEL/FAX：075-751-5657        

E-mail : vitamink@eagle.ocn.ne.jp 

 

会員となって協会の活動を応援してください！ 

 

1 口 2,000 円以上 賛助会費は税制上の

優遇措置をうけることができます。 
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DX

DX











Since  April 1st, 2024

https://docs.google.com/forms/d/1xYYBmTCwJU_1_3YOCMAQWN7Ei4lYFuFtintEh4KoQ1s/edit

0011 222

0252684

NPO

JCCN HP https://n-fukushima.jimdofree.com/

565-0873
5 25 1

06-6872-7869 -
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Dアミノ酸ラボは、さまざまな分野で貢献いたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 

 

 

 

 

 

 

 
（本社）〒486-0853 愛知県春日井市穴橋町 1612 番地 4 

 （ウェブサイト） https://d-aminoacidlabo.com/ 

あなたの健康を支え、美しく、輝ける未来へ 

D アミノ酸ラボ株式会社は 2020 年に名古屋大学発ベンチャーに認定されました 

＜調理用スターター（種菌）＞ ＜焼酎粕発酵パウダー＞ 

＜商品開発支援事業＞ 

以下の企業や料亭などと新商品・新メニュー開発に取り

組んでいます。 

https://d-aminoacidlabo.com/




541-0053 1-6-18 8F
06-6271-5427  





S-

709-0716 363
TEL (086)995-3311( ) FAX (086)995-3131

103-0023 2-6-1
TEL (03)5643-1055 FAX (03)5643-1056

FM505847/ISO9001

SAC 

W

https://sac-association.com/

SAC 

https://www.bizen-c.co.jp/
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